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第１章 はじめに  

越谷市は、埼玉県の南東部、東京都心から25ｋｍ圏内に位置し、古くから「水郷こしがや」と
して親しまれてきました。江戸時代  治水 開墾    耕地 拡大するとともに、日光街道の
陸運 中川 元荒川   舟運 行 交         宿場町 河岸    米穀類   
物資の集散地として栄えてきました。現在においても、宿場町の面影を残す建物や、古い歴史を
持つ社寺などの歴史資源、田園風景や河川などが創り出す自然景観が残されています。 
明治時代後半には東武鉄道伊勢崎線が開通し、昭和 30 年代後半  高度成長期 迎 
   都心  交通利便性 良      日光街道 沿  形成     市街地 急激 拡
大しました。昭和48年 ＪＲ武蔵野線 開通    都心  連絡性 更 高   急激 人
口が増加し市街化が進み、さらに、平成 20年 ＪＲ武蔵野線 開設   越谷      駅
周辺では、広大な水辺と都市を融合させた越谷レイクタウンが整備され、良好 住宅の建築や
大型商業施設など 立地   、多くの人々が集り、賑わいを創出しています。 
 本市の第4次越谷市総合振興計画において、安全で安心して快適に生活できるまちづくりこそ
  越谷市 持続可能 成長 可能    考  越谷市 将来像  水 緑 太陽 恵   
人と地域が支える安全・安心・快適都市」としています。その将来像を実現させるため、公共交通
網 充実 図  人 環境     生活利便性 富  集約型都市構造（        ）
の構築に取り組んでいます。 
       今後   少子 高齢化 進  人口減少社会 移行         高齢
者ドライバーの交通安全対策、マイカー送迎における負担の解消、高齢者の外出支援による健
康寿命 増進 狭隘道路拡幅  財政的 技術的課題や地域及び地域産業の活性化、さら
には歴史資源や自然景観、商業施設などの観光資源を活かしたまちづくりなどへの取組みが課
題となっています。 
そのため、本市の公共交通の課題を明確にし、今後、新たな交通施策を検討するため、平成
26年度 新方地区      試験運行 6ヶ月間実施するなど市内における交通に関する基
礎調査 行     
そして、平成 27 年度  鉄道 路線バス・乗用タクシーの公共交通事業者などの関係者と協
力  相互 密接 連携 図    市 主体    持続可能な公共交通網を形成するため
に、越谷市地域公共交通協議会 設置  協議 行         
この越谷市地域公共交通網形成計画は、計画的 本市 公共交通 利便性 向上させる
ために策定するものです。 

１ー１ 計画の背景と目的
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本計画は、第 4 次越谷市総合振興計画を上位計画とし、その他配慮すべき計画については
関連計画として、これらの計画と整合・連携を図り展開するものとします。また、交通政策基本法、
交通政策基本計画の考え方とも整合・連携していきます。 
  本計画   地域公共交通 活性化及 再生 関  法律(平成十九年五月二十五
日法律第五十九号)」第 5 条に基づき、越谷市地域公共交通協議会と協議のうえ、「越谷市
地域公共交通網形成計画」を策定するものです。 

図 計画の位置づけ 

次頁に、上位計画である「第 4次越谷市総合振興計画」および、関連計画である「越谷市
都市計画マスタープラン」の概要 参考 整理    

【越谷市の上位計画】 ○第 4次 越谷市総合振興計画

「地域公共交通の活性化及び再生に
関  法律  基  地域公共交通
網形成計画 

【関連計画】 

〇その他配慮 
すべき計画 
越谷市都市計画 
マスタ―プラン等 

整
合
・
連
携

交通政策基本法
(平成 25年法律第 92号) 

交通政策基本計画 
（平成26 年度 32 年度） 

我 国 交通政策 長期
的な方向性を踏まえつつ、政
府が今後講ずべき交通に関
する施策について定めたもの 

整
合
・
連
携

越谷市地域公共 
交通網形成計画 

（平成 28 年度 平成 32 年度）

１ー２ 計画の位置づけ
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○第4次越谷市総合振興計画 
第4次越谷市総合振興計画は、平成 23年 4月に策定され、基本構想の期間は平成
23年度  平成 32年度としています。 
基本構想において、安全で安心して快適に生活できるまちづくりこそが、越谷市の持続可能
 成長 可能    考  越谷市 将来像  水 緑 太陽 恵    人と地域が支える 
安全・安心・快適都市」としています。 
そのうえで、将来像を実現するための目標を 6 つ設定し、目標 3の「自然と調和し質の高い
都市機能 備             公共交通         路線 鉄道等 整備･拡
充 促進        快適 利用        公共交通網 充実 取 組   位置 
けています。 
公共交通網の充実を図るため、本市の公共交通は、「越谷市地域公共交通網形成計
画  基   鉄道駅 中心 運行        路線 充実     利便性 高 持続
可能な公共交通網の形成に努めます。 

○越谷市都市計画マスタープラン 
越谷市都市計画マスタープランは、平成23年３月 改訂   計画期間 概 20年間
       都市    理念    安全性  包    利便性  満   快適性      
一人ひとりが人間として尊重される、心豊かな生活と文化を創造する個性ある県南東部地域
 中核都市 形成 市民  協働    目指               将来都市構造を
「多核型ネットワーク都市
構造の実現を目指す。」と
しています。また都市整備
の方針において、公共交通
       市民 交通
利便性 向上       
鉄道やバスによる公共交
通網の充実に努めるとし、
  誰  利用    駅
施設   停留所   
整備を促進します。」と位
置づけています。 
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 本計画は、越谷市の全域を計画区域とします。 

○計画期間： 平成 28年度  平成 32年度   5 年間 
○目標年度： 平成 32年度 

１ー３ 計画区域

１ー４ 計画期間

図 計画の区域 
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 本計画は、以下のような構成とします。 

第１章 はじめに
 １ー１ 計画の背景と目的 
 １ー２ 計画の位置づけ 
 １ー３ 計画区域 
 １ー４ 計画期間 
 １ー５ 計画の構成 

第２章 越谷市の公共交通の現状と課題  
２ー１ 越谷市の概要  
２ー２ 越谷市の公共交通の現状  
２ー３ 市民 移動実態  ―ズの現状  
２ー４ 本市の公共交通の課題  
２ー５ 課題を踏まえた公共交通の方向性について 
２ー６ 新規交通検討地域等の設定

第３章 基本方針･計画の目標  
 ３ー１ 基本方針･計画の目標  
 ３ー２ 本市の公共交通網の方針  

第４章 実施事業等  
 ４ー１ 実施事業  
 ４ー２ 具体的な取り組み内容  

参考資料
参考資料１ 計画策定の体制と経緯  
参考資料２ 用語解説 

第５章 計画の実現に向けて  
５ー１ 計画達成に向けた評価  
５ー２ 目標の評価指標  
５ー３ 関係者による役割分担・連携による取り組み  

１ー５ 計画の構成
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第２章 越谷市の公共交通の現状と課題

２ー１ー１ 越谷市の位置・地勢 

本市は、埼玉県の南東部、東京都心から 25ｋｍ圏内に位置し、市域面積は 60.24  ※と
なっています。 

また、本市の地勢は、大宮台地と下総台地に挟まれた埼玉県東部低地帯の一角を占め、地
形 丘陵   平坦    広大 関東平野    中川 綾瀬川流域 位置    す。 

※市域面積は、平成 27年 3月に 60.31  から 60.24   変更     

２－１ 越谷市の概要 

図 越谷市の位置
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(注)T.P：「Tokyo Peil」の略。東京湾平均海面とも言う。墨田川河口の霊岸島水標の 0を基準

として、国内における水準の測点の原点となっている。 

図 越谷市の地形図
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２ー１ー２ 越谷市 土地利用

本市は、市域の全域が都市計画区域に指定され、主に鉄道に沿って市街化区域が 28.72
 （市域の 47.6％）、それを取り囲むように市街化調整区域が 31.59  （市域の
52.4％）指定されています（平成 27年 4月 1日現在）。 

図 越谷市都市計画図

市 街 化 調 整 区 域  
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２ー１ー３ 越谷市の人口 
【人口の推移】 
本市における人口は、平成 27 年 4 月１日現在で 33 万 4,693 人となっています。これまで
 動向 土地区画整理事業   開発 勘案  人口 推計すると、平成32年（2020年）
には人口が 33万 9,800人      見込     
土地区画整理事業 行     一部地域  人口 増加傾向 続       他 地
域では人口が横ばいか減少をたどると予想されます。出生・死亡による自然増減は、出生数が平
成27年（2015年）     減少 転  見込   死亡者数 年々増加  ことから、近
い将来、自然減になるものと予想されます。 
したがって、本計画期間は緩やかに人口増加が続くものの、将来的には緩やかな人口減少過
程 入    見込     
また、本市の平成27年４月1日現在 高齢化率  23.2％となっていますが、未婚率 上
昇 晩婚化 進行   伴 出生数 減少 平均寿命 延     高齢化 進  平成 32
年（2020 年）  高齢者人口 割合 25.1％   一方 年少人口 割合 13.0％と
なり、平成27年（2015年）  0.5     低下   見込   少   少子高齢化 進
行   予想     

（年齢   人口構成等：企画課） 
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【人口分布状況】 
本市の人口分布は、鉄道に沿って集中し、市街化調整区域     人口密度 低 分散
している状況となっています。 

平成 22 年 
（2010年） 

平成 27 年 
（2015年） 

平成 32年 
（2020年） 

平成 37 年 
（2025年） 

桜井地区 39,875 39,197 38,331 36,738 
新方地区 15,551 14,727 13,881 12,791 
増林地区 32,563 33,205 33,293 33,048 
大袋地区 50,693 51,321 51,816 51,721 
荻島地区 12,554 12,182 11,681 11,027 
出羽地区 31,836 31,767 31,387 30,623 
蒲生地区 43,817 44,007 43,614 42,767 
川柳地区 8,119 8,309 8,527 8,691 
大相模地区 19,189 25,993 33,620 41,447 
大沢地区 22,190 22,242 22,040 21,565 
北越谷地区 8,505 8,514 8,558 8,512 
越ヶ谷地区 14,500 15,929 17,302 18,574 
南越谷地区 26,470 27,300 27,678 27,864 

（地区別人口構成：企画課）

図 人口分布 

（平成 22年度国勢調査） 



第２章 越谷市の公共交通の現状と課題 

11

【高齢化率 状況】 
 本市 高齢化率は、市街化調整区域で高い傾向があります。 
なお、将来的には、全市的に高齢化率 増加 想定     

実績値 推計値 

平成2年 
（1990年）

平成7年 
（1995年）

平成12年
（2000年）

平成17年
（2005年）

平成22年
（2010年）

平成27年
（2015年）

平成32年
（2020年）

年少人口 

（0 14 歳） 

人口 55,279 48,184 46,268 46,295 45,927 45,127 44,100 

割合 19.6% 16.2% 15.0% 14.6% 14.1% 13.5% 13.0% 

生産年齢人口 

（15 64 歳） 

人口 209,552 226,220 230,870 226,828 218,032 211,827 210,300 

割合 74.4% 76.3% 74.9% 71.4% 66.9% 63.3% 61.9% 

高齢者人口 

（65 歳以上） 

人口 16,692 22,197 30,939 44,608 61,903 77,739 85,400 

割合 5.9% 7.5% 10.0% 14.0% 19.0% 23.2% 25.1% 

合計 人口 281,523 296,601 308,077 317,731 325,862 334,693 339,800 

（年齢   人口構成：企画課） 

図 高齢化率 

（平成 22年度国勢調査） 
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 年齢別 移動 変化 
市内のトリップ数※の変化は、高齢化に伴い 65歳未満の減少が大きく、5歳から 14歳や 15
歳から 64 歳 通勤 業務 減少率 高   予想   65 歳以上については高齢化に伴い全
  目的 増加  見込   特 私事 増加率 高 見込         

※トリップ…人がある地点からある地点へと移動する単位で、１回あたりの移動で１トリップ

図 年齢階層別目的別    数 変化（平成 20年/平成 42年） 

  （平成 20 年東京都市圏パーソントリップ調査） 
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２ー１ー４ 施設･観光資源の分布 
 商業施設 公共施設･福祉施設･医療施設 分布 
本市における大規模商業施設の多くは、せんげん台駅、越谷駅、南越谷駅・新越谷駅など鉄
道駅周辺に立地         越谷      駅周辺   非常 大規模 商業施設 立
地しています。 
公共施設 福祉施設 医療施設及 教育施設 多くは、鉄道駅周辺 立地      

図 病院 商業施設 学校等 立地状況
（平成 26年 4月１日時点） 

鉄道駅より 1km 圏域 

を示す。（鉄道駅より 

1km 圏域に商業施設 

の立地がある場合のみ

表示しています。） 
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【観光資源の分布】 
 市内には、名所・旧跡 公園･    ･文化施設 地域     ･伝統行事 観光農園  
の観光資源があります。 
       観光資源    路線 現在 概ね確保されていますが、観光資源を循環するバ
 路線       

図 市内の観光資源
（出典：こしがや観光ガイドブック：平成 27 年 7月発行） 
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２－１－５ 道路網 
【道路網】 
本市    道路      一般国道 4号 市内 南北  また、県道が市内を南北   
は東西 結    通     草加市と春日部市あるいはさいたま市と吉川市などを結んでいま
す。 
 市道      越谷市   整備 関  条例 基   道路拡幅 進         
市内 一部     狭隘道路 存在      

平成 27 年 4月 1日時点
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【都市計画道路 整備状況】 
 本市 都市計画道路  平成 27年 4月 1日現在  計画延長 112,199ｍのうち、 
71,538ｍ（63.8％）が整備済みとなっています。 

【基準年月日 平成 27年 4月 1日】
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【主要道路 混雑状況】 
 市内主要道路   一般国道 4 号線、一般国道 463 号線、県道 19 号線（越谷野田
線）、県道49号線（足立越谷線） 県道115号線（八潮越谷線） 混雑度 高  主要
渋滞箇所     道路上 多 分布   ます。

図 市内 道路混雑状況（平日）

出典：平成 22 年度道路交通     首都圏渋滞      対策協議会資料(H25.12） 
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２ー１ー６ 市街地開発事業 
市街地 土地区画整理事業施行地区面積 合計（施行中 含 ）  市街化区域面積
の約 40.4％となっています。 
それ以外では、昭和 30年 40年（1955 1965年）代    実施   耕地整理 
  基盤 上 市街化  地域 多  道路網 公園   十分    状況      
   越谷駅東口地区 北越谷駅東口地区      市街地再開発事業 取 組   
されています。 

越谷レイクタウン 

越谷レイクタウン 
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【交通システム】 

本計画   不特定 方 利用  交通        鉄道   路線     乗用   
ー」、「新たな公共交通※」を公共交通とし、計画の対象とします。 
     特定利用   福祉有償運送 企業送迎   病院 患者送迎   福祉施設
 送迎     個別輸送   運行       
これらの送迎バス等は、本計画における公共交通の対象外と      特定利用 福祉有
償運送や企業送迎バス、病院の患者送迎バス、福祉施設の送迎バスなどの個別輸送バスにつ
いても 十分連携     市民 移動環境 整備していくことが必要であるため、現状を把握し
ながら、今後、連携方策等を研究していくこととします。 

※新  公共交通：（例）コミュニティバス、乗合タクシー等 

 公共交通（鉄道 路線   乗用    ） 1日平均利用者数 推移(単位:人)】 

平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度

鉄道 243,041 243,824 248,200 253,841 260,825 
路線   26,933 27,240 27,605 28,144 29,548 

乗用タクシー 6,967 7,194 7,720 7,466 7,187 
合計 276,941 278,258 283,525 289,451 297,558 

不

特

定 

特

定 

輸送密度・低 輸送密度・高 

乗用タクシー 

福祉有償運送など 

本計画の対象となる
交通システム 新たな公共交通※

路線バス 鉄道 

（
利
用
者
特
性
）

（輸送形態） 

マイカー（送迎） 

２－２ 越谷市の公共交通の現状

企業送迎バスなど 

（鉄道 路線  ：越谷市統計年報）
（乗用    ：埼玉県乗用自動車協会及 埼玉県個人    協会提供資料） 
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【鉄道】  
本市は、東武スカイツリーラインが市 中央 南北に、ＪＲ武蔵野線が市 南部 東西に運
行     東武          、    台駅 大袋駅 北越谷駅 越谷駅 新越谷駅 
蒲生駅の 6駅、ＪＲ武蔵野線は南越谷駅、越谷レイクタウン駅の 2駅があります。 
また、新越谷駅と南越谷駅 隣接     相互 乗 換 可能な駅となっています。 

    市内鉄道駅 １日平均乗車人員 合計 260,825人となっています。（平成 26年

度越谷市統計年報：平成25年度   ） 

図 市内の鉄道駅 
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【バス路線】 
市内では 81系統   路線 運行   います。 
市内 運行    路線 1 日平均利用者数 合計 29,546 人です。（平成 26 年版越
谷市統計年報：平成25年 12月１日現在） ※   …平成 27 年度開設予定
朝日自動車㈱ 茨城急行自動車㈱
新田駅東口   南町三丁目   新田駅東口 野田市駅   下町   大沢四丁目   北越谷駅
新田駅東口   蒲生南小学校入口 野田市駅   中野台   大沢四丁目   北越谷駅
新田駅東口   南町三丁目 野田市駅   中野台   東大沢橋   北越谷駅
南越谷駅南口   蒲生東町 天神橋   越谷南体育館 北越谷駅   赤岩入口       緑 丘公園
南越谷駅南口   蒲生東町   蒲生三丁目 北越谷駅   赤岩入口    野東       
南越谷駅南口   蒲生東町 天神橋   草加東高校 北越谷駅   赤岩入口      野東
南越谷駅南口   蒲生東町 天神橋   越谷          北越谷駅   赤岩入口   吉川駅北口
南越谷駅南口   蒲生東町 天神橋      荘 北越谷駅       第二公園   老人福祉    
新越谷駅西口   赤山町３丁目   七左七丁目     台駅   赤沼十字路   大正大学入口
新越谷駅西口   七左七丁目   出羽地区        台駅   赤沼十字路       緑 丘公園
南越谷駅北口   越谷市立病院   花田     台駅   桜井公民館前   老人福祉    
南越谷駅北口   越谷市立病院   越谷市立図書館前 北越谷駅   赤岩入口   大正大学入口
南越谷駅北口   越谷市立病院   越谷駅東口 北越谷駅   赤岩入口   東埼玉      南
越谷駅東口   花田第四公園入口   花田 北越谷駅   赤岩入口   松伏給食        
越谷駅東口   花田第四公園入口   越谷市立図書館前     台駅   大泊 平方循環       台駅
越谷駅東口   花田第四公園入口   越谷駅東口     台駅   桜井小学校       緑 丘公園
越谷駅東口   花田第四公園入口   花田小学校前     台駅   桜井小学校     緑 丘公園   松伏町役場
越谷駅東口   市立病院   総合公園
越谷駅東口   市立病院       館 ㈱ジャパンタローズ
越谷駅東口   市立病院 南越谷駅南口   松伏      SC   東埼玉      
越谷駅東口   藤塚   吉川車庫 南越谷駅南口   松伏高校前   東埼玉      
越谷駅東口   市立病院         駅 南越谷駅南口   松伏町役場前   松伏     
越谷駅東口   藤塚   吉川駅北口 南越谷駅南口   増林公園（越谷市斎場）
大相模消防署前   吉川橋   吉川駅北口 越谷      駅北口   松伏      SC       本社前
越谷駅東口   市立病院   増林地区    越谷駅西口       内科     前      荘   県民健康福祉村

南越谷駅北口   藤塚   吉川駅北口 越谷駅西口   越谷税務署前   浦和美園駅
南越谷駅北口   藤塚   吉川車庫     台駅東口   越谷市立病院
越谷駅東口   市立病院   吉川駅北口     台駅東口   東埼玉      
越谷駅西口   末田   岩槻駅
（荻島小）学校前   岩槻駅 東武バスセントラル㈱
越谷駅西口   末田   水上公園 松原団地駅東口   麦塚   柿木二区
岩槻駅   末田   水上公園 京成上野駅前   新越谷駅東口   春日部駅西口
北越谷駅   弥栄団地   北越谷駅 京成上野駅前 北千住駅西口   新越谷駅東口   春日部駅西口 東武動物公園駅 久喜駅東口 東鷲宮駅西口

北越谷駅   弥栄団地   弥栄一丁目 新越谷駅東口   吉川駅入口   三郷駅入口   早稲田八丁目
北越谷駅西口        水上公園 新越谷駅西口 草加駅東口 八潮駅北口   羽田空港※
北越谷駅西口   埼玉     新越谷駅西口 浦和美園駅   佐野新都市BT 西郷BS 須賀川営業所 郡山駅※

    台駅   埼玉県立大学 新越谷駅西口 草加駅東口 八潮駅北口   成田空港※
    台駅   獨協高校 ※京浜急行  ㈱,福島交通㈱,千葉交通㈱，東京空港交通㈱  共同運行  

    台駅      住宅           春日部
    台駅   武里駅西口 ㈱グローバル交通
    台駅   第四公園 越谷流通団地循環線
    台駅      住宅 蒲生駅   大間野 七左一丁目   新越谷駅
    台駅   大道       台駅
    台駅   大道入口 国際興業㈱
    台駅   第五公園入口 東川口駅   越谷駅西口   新越谷駅西口
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図 市内   路線網

※  路線 系統ごとに色分けして表示しています。 
※点線は、深夜急行   高速乗合   路線 示
し、駅以外   停   路線   
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【乗用タクシー】 
埼玉県乗用自動車協会 県南東部交通圏に加入している市内のタクシー事業者 8 社や個
人タクシー事業者等により、市内全域 乗用     利用   状況        なお、市
内のタクシーの1日平均利用者数 合計 7,187人   （埼玉県乗用自動車協会及び埼
玉県個人タクシー協会 提供資料：平成26年   ）

法人個人タクシー事業者一覧 
会社名 所在地 車両数 

 株式会社越谷タクシー  越谷市東越谷3-15-22 50 

 蒲生交通株式会社  越谷市蒲生茜町3-6 25 

 松栄川元交通株式会社  越谷市宮本町5-29-4 3Ｆ 80 

 南越谷タクシー有限会社  越谷市南越谷2-5-26 31 

 大都交通株式会社  越谷市東越谷10-104-6 25 

 都交通株式会社  越谷市宮本町5-29-4 ｷｬﾋﾟﾀﾙﾊｲﾂ 2F 63 

 朝日自動車株式会社  越谷市袋山 1119 49 

 大さがみ交通株式会社  越谷市東越谷2-1-13 20 

 鳩交通有限会社  吉川市大字吉川1559-1 27 

 吉川交通株式会社  吉川市中島 1-324-1 39 

 松伏交通有限会社  北葛飾郡松伏町大字大川戸175 27 

個人タクシー事業者一覧 
組合名 事業者名 住所 

埼玉県個人 
タクシー協会 

宇野タクシー 越谷市花田 5-3-11 

上野タクシー 越谷市蒲生南町10-16 

松井タクシー 越谷市川柳町5-73 

櫻田タクシー 越谷市蒲生西町2-4-3 サンハイムⅡ201 

彩の国個人 
タクシー協同組合 

島根タクシー 越谷市大沢 1660-4 

高橋タクシー 越谷市川柳町1-430-10 

亀田    越谷市千間台東4-1438-8 
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【移動実態】 
鉄道・バス路線 
鉄道、バス路線 利用  東武         沿線 大袋地区 荻島地区 高  増林地
区、出羽地区で低くなっています。 

 図 鉄道・路線  分担率 資料:東京都市圏パーソントリップ調査（平成 20年） 

２－３ 市民 移動実態     現状
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自動車    
自動車     利用  JR 武蔵野線沿線 高  北越谷地区 大沢地区 南越谷地区 
蒲生地区周辺で低くなっています。 

 図 自動車･   分担率 資料:東京都市圏パーソントリップ調査（平成 20年） 
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徒歩 自転車

徒歩 自転車 利用  北越谷地区、大沢地区、蒲生地区周辺で高く、大相模地区、川

柳地区 低        

図 徒歩･自転車分担率 資料:東京都市圏パーソントリップ調査（平成 20年） 
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 市民    
市民     
本市    市民 公共交通 対      把握     平成26年度 公共交通基礎
調査    市民      実施     
  市民        路線   利用   理由     自動車      便利  自転
車     便利     理由 多 結果       一方     停 遠   運行    
合       理由 挙             合      設定 運行形態 変更  
    路線   利用者 増加  可能性      
   鉄道 路線   利用    地域  新  公共交通     必要    回答 
 市民 約半数    将来的  必要性    回答  市民 含   約 7 割となりました。
移動先     最寄 駅 公共施設 近隣      診療施設 多  運行本数は、1 時間
に 3本以上  運行時間帯  午前 6時台から午後11時以降   多  路線   同様 
サービスレベルが望まれています。 
   本     調査   鉄道   路線 乗用     含  公共交通全体 満足度
は 75％でした。 

図 路線   利用   理由(H26 実施 市民     調査)

25%

40%

38%

28%

16%

10%

16%

10%

15%

7%

9%

8%

28%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

鉄道が便利

クルマ・タクシーが便利

自転車・バイクが便利

徒歩が便利

バス停が遠い

バス待ち環境が悪い

運行ルートが合わない

運行時間帯が合わない

運行本数が少ない

運賃が高い

時間がかかる

時間通りに来ない

その他
N=467 

自動車 



第２章 越谷市の公共交通の現状と課題 

28 

試験運行 
 平成 26 年度 路線   運行     新方地区         把握 行    ミニバ
  試験運行 実施       結果      試験運行6  月間 利用者 期間全体  
5,043 人となり、１日あたり約 30 人、収支率（運賃収入／運行経費）  約 14.2％となり
           試験運行 結果 踏 え   本市    新方地区以外 鉄道 路線
   利用    地域     今回 同様      運行  場合   行政負担   必
要になることが想定されます。 

●運行期間 平成 26年 9月 1日 平成 27年 2月 28日までの 6 ヶ月間 
（12月 30日から１月３日までを除く） 

●運行        台駅東口 新方地区    間 約 7.7km 
●運行時間 午前 6時台 午後 7時台まで  1 日 11往復 
●運行車両       型車両（10人乗  福祉車両）
●運賃   一律料金 

（大人 300円、小人 150円、障がい者手帳を取得している方は 150円） 

図     運行   
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                         図 曜日別平均利用者数 

図 不満 点(利用者)             図 利用   理由(非利用者) 
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これまでに示した現状等を踏まえ、本市の公共交通の課題を以下    整理    

課題① 鉄道駅周辺への移動の確保 
市民 主な目的地   主要施設 鉄道駅周辺 立地         鉄道駅周辺  移動
の確保が必要です。 

課題② 高齢者の移動の確保の視点 
主に市街化調整区域で高齢化率 高  将来的  高齢化    進展   想定     
から、高齢者の移動の確保の視点が必要です。 

課題③ 道路状況 見合  車両  運行
大型 中型等   車両 運行 困難 考    道路        道路状況 見合  車
両  運行 必要   

課題④ 鉄道や路線バスを利用    地域  鉄道駅 各地区 拠点  移動 確保
一部の地域では路線バスや鉄道を利用    地域 あるため、鉄道やバスを利用    地域
から鉄道駅や各地区の拠点への移動の確保のための公共交通が必要です。 

課題⑤ 新たな公共交通 確立
市街化調整区域は人口が分散し、  路線 運行では採算の確保が困難であると想定される
ことから、市民参加 車両 効率的運用等 通  新たな公共交通 確立 必要   

課題⑥ 市民    適切 把握
市民     に        利用   理由      停 遠   運行    合     
  挙        市民    適切 把握 運行形態 事業形態 検討 必要   

２－４ 本市の公共交通の課題
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本市の公共交通の課題を踏まえ、方向性を以下のとおり整理    

＜方向性1＞公共交通網の考え方 
本市は、鉄道、バス路線、乗用タクシーの公共交通機関が存在しています。 
⇒各公共交通機関の役割を明確にし、既存の公共交通網を活用しながら、本市に適した  
公共交通網を形成します。

＜方向性2＞鉄道・バス路線のカバーエリアやサービス水準の考え方 
・主に市街化調整区域では、鉄道やバス路線がカバーされていない地区が存在するほか、カバー
      運行本数 少     地域 存在       市街化調整区域  高齢化率
が高くなっており、高齢者の移動の確保などの課題があります。 
・路線バス  一定 需要 確保   地域 道路環境 整備     地域    運行 
       採算性 道路環境 課題   地域     路線バスでの対応や、一定のサ
ービス水準の確保が困難となることが想定されます。 
⇒鉄道 路線バスを利用  らい地域については、  事業者     路線 維持 充実や
市民と市の協働による新たな公共交通を構築します。

＜方向性3＞持続可能な公共交通としての考え方  
・平成 26 年度      試験運行 新方地区 実施      運行維持  行政負担が
必要となります。また、今後導入地区を拡大すると行政負担が増大する可能性があります。 
・市内 公共交通 持続可能         地域     意識 向上 利用促進   
含め、関係者の協働体制で取り組んでいくことが必要です。 
⇒公共交通 持続可能         市民 公共交通事業者、市の協働体制を構築し
ます。 

２－５ 課題を踏まえた公共交通の方向性について
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 今後 市内 公共交通 利便性 高     次のとおり地域を設定し、それぞれの区域に合
わせ 乗合交通 利便性 向上を目指します。 

赤 青…乗合交通利用圏域（鉄道駅から１km もしくはバス停から 300ｍ以内の区域） 
白…新規交通検討地域（市内 乗合交通利用圏域以外 地域） 
※なお、平成 22 年度時点 乗合交通利用圏域の面積   率  約 71.2％、人口   率
は約 86.8％となっています。

図 市内の新規交通検討地域等（平成 27年 10月時点） 

２－６ 新規交通検討地域等の設定
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第３章 基本方針・計画の目標 

第２章 整理  内容 踏   本市       支  公共交通網 充実 図    本
市の今後の公共交通網の基本方針、計画の目標を以下の通り設定します。 

目標1 地域に適した 公共交通網 を形成します
目標2 鉄道 路線バスを利用    地域などの サービス改善 を図ります 
目標3 公共交通を持続可能なものとするための 仕組み（体制やルール） をつくります 

計画の目標 

利便性 高 “持続可能”な公共交通網の形成 

基本方針 

３－１ 基本方針･計画の目標
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基本方針に基づき、本市の公共交通網の方針を、以下の 2 つのとおりとします。 

●各公共交通機関の役割を明確にし、既存の公共交通網を活用します。 
【各公共交通機関の役割】 

鉄道  他都市  広域移動 市内 移動 担 市民 移動軸       大量 
移動需要に対応する役割を果たします。 

  路線  地域間または地域内の移動を担う市民 移動軸   、また、鉄道とタクシ
ーの中間の移動需要に対応する役割を果たします。 

乗用タクシー  福祉 観光 含  多様 利用者      細  対応   公共
交通機関      少量 移動需要 対応         特性 
活かした面的な移動や時間帯を幅広く対応する役割を果たします。 

●新規交通検討地域では、  事業者     路線の新設や市民 公共交通
事業者、市の協働体制により新たな公共交通を構築します。 

【乗合交通の充実】 

  路線(新設)   都市計画道路 整備等 合     路線 新設 検討    

新たな公共交通   新規交通検討地域において 既存 乗合交通 連携  市民 
公共交通事業者 市 協働   新  公共交通 運行 検
討します。 

３－２ 本市の公共交通網の方針  
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図 本市の公共交通網方針図（イメージ） 



第４章 実施事業とスケジュール 

36

第４章 実施事業等

3つの事業（事業1：公共交通網の形成事業、事業2：鉄道 路線   利用    
地域のサービス改善事業、事業 3：公共交通を持続可能なものとするための仕組みづくり事
業）に基づき、事業メニューを設定し、計画期間内に目標の達成に向けて取り組むものとしま
す。 
以下に、実施事業とスケジュールの一覧を示します。 

＜実施事業とスケジュール一覧＞ 

４-１ 実施事業とスケジュール 

H28 H29 H30 H31 H32

1-1   路線 維持 充実

1-2 ノンステップバスの導入促進

1-3   停利用環境 改善

1-4 サイクルアンドバスライド拠点の整備

1-5 交通結節機能の強化
（ダイヤ接続や案内等）

1-6 駅のバリアフリー化
（内方線付き点状ブロックの設置等）

  路線 新設 2-1   路線 新設

2-2 関係者の協働による新たな公共交通の
 導入に向けた取り組み（モデル地区）

2-3 関係者の協働による新たな公共交通の
 導入に向けた取り組み（展開地区）

仕組みづくり 3-1 市民  連携   新  公共交通 
仕組みの形成（ガイドラインの作成）

3-2 案内    利用促進      作成

3-3 モビリティ・マネジメント

新たな地域公共交通
の検討

事業３ 公共交通を持続可能なものとするための仕組みづくり事業

利用促進活動

事業                             実施年度

事業１ 公共交通網の形成事業

  路線 
維持・充実

事業２ 鉄道 路線   利用    地域     改善事業

駅の交通結節機能
の強化

検討・整備

導入

検討・整備

検討・整備

準備・導入

準備・導入

作成

作成 配布 見直 等

実施

検討・整備

検討・整備

検討・整備
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事業1．公共交通網の形成事業（目標1 に対応する事業） 
事業 1-1.  路線 維持・充実 

  路線  通勤 通学    通院  日常生活 欠    移動手段     路線
を維持・充実していくために、市民   事業者 市が連携して事業の実現に努めます。 

【実施主体】 
市民 
  路線 積極的 利用     路線 維持    

バス事業者 
市民     応  路線 増便 延伸等に努めます。 

 協力 
市 
  路線 延伸や 
渋滞解消に向けた 
道路整備   路線
の PR活動 行    
また、市民要望 
事業者へ情報提供します。 

４－２ 具体的な取り組み内容
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事業1-2.ノンステップバスの導入促進  

高齢者、障がい者、妊婦をはじめ誰もが快適に路線   利用できるよう、ノンステップバスの
導入を促進します。 
ノンステップバスを導入することで乗 降  抵抗 低減      車  利用者もバス路線
 利用  移動出来 ようになります。 

【実施主体】 
バス事業者 
ノンステップバスの導入促進を図ります。 

 協力 
  市（国・県） 
        導入 支援 行    

出典： 地域     応          係       車両 開発 報告書
（平成 23年 7月 国土交通省自動車局）参考
URL:http://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha_fr1_000003.html

●        車両     
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事業1-3.  停利用環境 改善
乗降者数 多   停       停の上屋やベンチの設置に努めます。 
また、埼玉県の 出歩                 人       事業と連携し、バ
 停 近     気軽 待       施設 協力  利用者 待合   い「バスまちス
ポット」「まち愛スポット」の登録拡大を推進します。 

【実施主体】 
バス事業者 
利用者 多   停 上屋 設置 努    

 協力 
 市 
バス事業者と連携を図り、上屋の設置を推進します。 
バスまちスポット等の整備箇所の拡大に努めます。 

市内のバスまちスポット一覧（平成27年 4月 1日時点） 
協力施設名 バス会社 最寄りのバス停 

イオンレイクタウン kaze 朝日自動車㈱ 
㈱ジャパンタローズ 越谷      駅北口

越谷市蒲生地区     公民館 朝日自動車㈱ 蒲生公民館入口 
越谷市桜井地区     公民館 茨城急行自動車㈱ 桜井公民館前 
越谷市出羽地区     公民館 朝日自動車㈱ 出羽地区センター 
越谷市増林地区     公民館

越谷市教育センター 朝日自動車㈱ 増林地区    

越谷市中央市民会館 朝日自動車㈱ 中央市民会館前 
   北越谷店 茨城急行自動車㈱ 東大沢二丁目南 

せんげん台駅

●バス停の上屋設置状況 ●「バスまちスポット」の整備箇所 
増林地区センター・公民館 
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事業1-4.サイクルアンドバスライド拠点の整備  
市内各地にあるバス停について、サイクルアンドバスライドの必要性や可能性を検討し、バス
停付近 自転車駐輪場 整備     検討します。 

【実施主体】 
 市 
バス停が付近にある公共施設等     当該施設利用者以外  
路線バ 利用者  駐輪場 利用     駐輪場 整備等 検討    

●埼玉県吉川市における  停周辺 駐輪場整備実施例

北部市民         駐輪場（  利用者 利用可能） バス停（旭地区センター）

●吉川市     利用        利便性 向
上を目指して、市内 9箇所にサイクルアンドバスライ
ド駐輪場 設置      

●            駐輪場には、  利用者 
駐輪  ることがわかるように、標識を設置していま
す。 

（出典：吉川市公式ホームページ（一部加工））

下広島集会所 駐輪場（  利用者 利用可能）

北部市民        

下広島集会所 

バス停（旭小学校入口）

バス停 

バス停 
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事業1-5.交通結節機能の強化（ダイヤ接続や案内等） 
鉄道駅の改札付近で、バス停や周辺の観光案内などの情報を多言語で分かりやすく表示す
       乗 継  円滑化等 図    
また、発着するバス路線のダイヤについて、乗り継ぎしやすいダイヤの設定を検討することで、
目的地 自宅  連続して移動しやすい環境づくりを進めます。 
【実施主体】 
 市 

  鉄道駅の改札付近にバス停や周辺の観光案内などの情報を、多言語で分かりやすく 

表示することを検討します。 

 バス事業者、鉄道事業者
 乗り継ぎしやすいダイヤの設定を検討します。 

鉄道事業者
案内版等 設置 協力    

結節 結節 

乗り換えを考慮した

ダイヤ設定 

●異  交通    結節    ●案内サインによる交通結節機能の強化

バス停、タクシー乗り場などを分かりやすく表示
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事業1-6.駅のバリアフリー化（内方線付き点状ブロックの設置等）  

市内各駅     高度 バリアフリー化を図るため、視覚障がい者の方がホームの側面を
認識      「内方線付き点状ブロック」の設置等を進めます。 
【実施主体】
鉄道事業者 
内方線付き点状ブロックの設置促進を図ります。 
      設置 検討 行    

 協力 
 市 

内方線付き点状ブロックの設置等を協力      。 

●内方線付き点状ブロックの設置イメージ

未設置（    台駅 北越谷駅 越谷駅 
・蒲生駅） 

内方線 

国土交通省資料

設置済み（大袋駅、新越谷駅・南越谷駅・ 
越谷レイクタウン駅） 



第４章 実施事業とスケジュール 

43

事業2．鉄道や路線バスを利用  らい地域のサービス改善事業 

（目標2に対応する事業） 

事業 2-1.バス路線 新設

公共交通網方針図 示 赤 破線       路線の新設等を検討します。 
なお、土地区画整理事業、公園整備事業、街路事業などと連携して整備を図ることで、本市
のまちづくりと一体となった公共交通網の充実を図っていきます。 
【実施主体】 
バス事業者 
  路線 新設 図    

 協力 
市 
都市計画道路  走行環境の整備等 行    
また、  路線新設 際   市民  積極的 PR活動 行います。 

せんげん台駅東口から平方
方面  路線

大袋駅西口 発着   路線
蒲生駅東口から 
越谷      駅  路線
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事業2-2.関係者の協働による新たな公共交通の導入に向けた取り組み（モデル地区） 

事業 2-3.関係者の協働による新たな公共交通の導入に向けた取り組み（展開地区） 

本事業は、事業 3 に示す 3-1.市民との連携による新たな公共交通の仕組みの形成（ガイ
ドラインの作成）に基づき、関係者との協働により新規交通検討地域における新たな交通施
策について、既存の公共交通網を活用しながら、地域のバス停、公共施設、駅などを拠点とし
た持続可能な新たな公共交通の導入を検討します。 
なお、新たな公共交通について市民が検討しやすいように、市がモデル地区を選定し、先導
  新  公共交通 導入 向  取 組  行    
  展開地区では、モデル地区を参考に市民 主体    運行計画等 作成  市    
実現 向  支援 行    

【実施主体】 
市 
新規交通検討地域の縮小に努めます。 

 協力 
市民 
運行計画 作成         関  意見交換 市 行    
新規交通検討地域の縮小に向けた取 組  協力    

バス事業者、タクシー事業者 

既存 事業 活用  車両 

運行等 行    
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図 新たな公共交通の取り組みのイメージ 

今まで
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事業３.公共交通を持続可能なものとするための仕組みづくり事業 

事業 3-1.市民との連携による新たな公共交通の仕組みの形成（ガイドラインの作成） 

市民との連携による新たな公共交通の取り組みの方法として、新たな交通施策の実施に関
するガイドライン（手引き）を作成します。 
また、このガイドラインを市民へ周知し、新規交通検討地域における新たな公共交通の導入
や改善を進めます。 

【実施主体】 
市 
       作成 行    

市民 
       基   運行計画 作成等 運行計画 関  主体      

【協力 
 公共交通事業者 

       作成     必要 調整等 行    

●他市    先進事例

            （さいたま市） 

※市民・公共交通事業者・市の連携により 

対象地域や事業の取組主体・役割分担を定め、 

新  公共交通 運行   流  整理    

    必要 運行   行     運行 継続基準 取 組  進行方法等    定    

３．運行開始、運行継続、運行廃止の条件を設

定する。

４．取り組みを継続的に進めるための進行計画

(PDCA)を定める。 

１．対象地域を設定する。

２．事業の取組主体・役割分担を決定する。 

〈ガイドラインの作成手順(例）〉 

5．1～4 の流れをガイドラインとして冊子等に

まとめる。 
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事業3-2.案内    利用促進      作成

 方面別に色分けされたバスマップや、乗用タクシーの営業所の所在地が示されたマップなど、市
内 公共交通 関  情報 網羅  案内    作成  公共交通 利用促進      
活用します。 
 また、本市の公式ホームページ上の「こしがや住まいるマップ（インターネットを通じて地図情報
を提供すするシステム）」において、観光スポット等と連携して、各公共交通 運行内容等 分
かりやすく提供できるシステム導入を検討します。 

【実施主体】 
市 
    作成 向  調整 印刷 行  幅広 市民 配布  公共交通 利用促進 
図ります。 
こしがや住まいるマップ上に公共交通に関するコンテンツの作成を検討します。

公共交通事業者 
  停     変更 情報提供      案内方法     市 連携 図    

 協力 
 市民 
    活用  公共交通 積極的 利用 努    

←左図
八戸市 3 事業者共通 路線図            方
面別記号をバスマップに表示するとともに、運行本数 路線
の太さで表示するなど、分かりやすさの向上を図っています。
(青森県八戸市)  

●利用促進        
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事業3-3.モビリティ・マネジメント 

      公共交通  自発的 転換（行動変容） 促    施策       ィ・マ
     等 公共交通 利用意識 向上 図  公共交通 利用促進   環境負荷 低
減につながる施策を推進します。 
 具体的には、バス事業者と協働で、小学生などの児童を対象としたバスの乗り方教室を実施
し、将来的 利用     とすることや、越谷市へ転入してきた方に対して総合時刻表などの
公共交通に関する情報を提供することで、日常生活における移動の中で公共交通を活用して
いただけるきっかけとなるような取り組みを検討します。 

【実施主体】 
市 
モビリティ・マネジメント事業の実施主体となります。 

 協力 
公共交通事業者
市 事業 必要 応  協力     

●モビリティ・マネジメント 実施例
北海道当別町    バスの乗り方教室開催の様子 
（国土交通省 北海道運輸局 報道資料  ） 

福岡市城南区において、転入者に配布しているバスや地下
鉄       （国土交通省 九州運輸局ＨＰ）
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第５章 計画の実現に向けて

計画の実現に向けては、第 4 章で示した実施事業とスケジュールに基づき事業を展開して
      計画達成 向  評価    下表 示     計画 進行管理   越谷市
地域公共交通協議会の継続開催と、事業実施状況や達成状況の確認、評価、また、必要
 応  見直  検討 行        
   中間評価年（平成 30年度） 最終年度（平成 32年度） ２時点    実
施状況を確認し、PDCA        事業 評価 改善 行       

＜計画達成に向けた評価の流れ＞ 

中間評価の内容 
  ・事業メニュー実施の進捗状況あるいは検討・協議状況の確認、課題の把握 
最終評価の内容 
  ・事業メニュー実施の進捗状況の確認 
  ・数値目標の達成状況の確認（全数値目標）

５ー１ 計画達成に向けた評価 

H28 H29 H30 H31 H32

● ●実施状況の評価、数値の評価

計画 進行管理

事業１ 公共交通網の形成事業
（目標１に対応する事業）

事業２ 鉄道 路線   利用    地域 
サービス改善事業
（目標２に対応する事業）
事業３ 公共交通を持続可能なものとするための
仕組みづくり事業
（目標３に対応する事業）

実施年度
計画期間５ 年

事業の検討・実施

事業の検討・実施

事業の検討・実施

中間評価 最終評価

越谷市地域公共交通協議会の継続実施
施策実施 進行管理 行 
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＜参考＞ＰＤＣＡの考え方 

Plan（計画） 

越谷市地域公共交通協議会において具体的な事業の進め方や実施期間等を検討
し、越谷市地域公共交通網形成計画を策定します。 

Do（実施） 

目標を達成するために設定した施策・事業を、計画に沿って実施する。なお、本計画の
目標達成に効果的につながるよう、各関係者が連携しながら推進します。 

Check（評価） 

目標を達成するために設定した施策・事業が計画に沿って実施されているか、また、目
標 達成           適宜進行管理 評価 実施   目標      毎
年 設定  目標値  達成状況 確認    

Action（改善） 

事業の実施状況や目標の達成状況、さらには社会環境の変化などを踏まえ、取り組み
 見直  改善 図    

越谷市地域公共交通網 

形成計画の策定

Plan（計画）

基本施策・各種事業 
メニューの実施

Do（実施）

取組内容 見直  改善

Action（改善）

進行管理 評価

Check（評価）

図 越谷市地域公共交通網形成計画 進行管理    
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目標それぞれについて、本計画における目標値を以下のように定めます。 
 なお、目標の達成状況を明確化するため、目安となる指標と目標値を設定します。目標値は、
現在値に対する目標として設定し、計画期間にあわせ平成 32年度     

目標 1 に対する評価指標 

→①公共交通 対  満足度 向上

目標２に対する評価指標

→②乗合交通利用圏域 面積   率

目標３に対する評価指標

→③公共交通（鉄道、路線バス、乗用タクシー）の一日平均利用者数 

公共交通 利用者数 現在 297,558 人 目標年増加 

乗合交通利用圏域 
面積   率 現在 71.2％ 目標年増加 

増加 

増加 

公共交通 満足度※ 現在 75％ 目標年 85% 

増加 

※第 4 次越谷市総合振興計画・後期基本計画における、鉄道、バス、タクシー

を含めた公共交通全体の満足度 

５－２ 目標の評価指標

○鉄道利用者数：市内各駅一日平均乗車人員の全駅総数 （平成 25 年度データ） 

[資料:東武鉄道㈱、東日本旅客鉄道㈱ に基づく越谷市統計年報より] 

○路線バス利用者数：市内路線バス一日平均利用者数の全路線総数 

（平成 26 年 12 月 1 日現在）  [資料:越谷市統計年報より] 

○乗用タクシー利用者数：市内タクシーの一日平均利用者数 

(平成 26 年データ)[埼玉県乗用自動車協会及び埼玉県個人タクシー協会提供資料より] 
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計画 目的 目標 達成      市民 交通事業者 市などの役割分担、連携により取
り組んでいくことが必要です。本計画を効果的に推進していくために、「基本方針、計画の目標」を
関係者が共有し、その達成に向けて、関係者がパートナーとして連携しながら、各々の役割を果
たしていくとともに、計画の状況把握及び取り組みを進めることとします。 

図 関係者による役割分担による取り組みイメージ 

越谷市 

意見交換 

計画参画 

利用促進 

交通事業者 

市民 

関係者 一体的 取組 行       組織
越谷市地域公共交通協議会 

５－３ 関係者による役割分担・連携による取り組み
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参考資料
参考資料-1 計画策定の経緯及び体制 
（1）計画策定 向  流 
平成 26 年度 は、本計画 策定  上  基礎資料  る越谷市公共交通基礎調査
及 試験運行 関  基礎調査 行  本市 地域公共交通 取 巻 課題 明確化 新
規交通検討地域や本市にとって望ましい交通施策のあり方などを検討してきました。平成 27
年度   越谷市地域公共交通協議会  開催  平成 26 年度 調査結果 踏  、評
価、方向性の設定、計画（案）を作成しました。 
以下に調査、検討、計画の作成 向  取 組  流  示    

越谷市地域公共交通協議会の運営 

第 1回【平成 27年 5月 25日】

分
析
・
評
価

方
向
性
の
設
定

計
画

●越谷市地域公共交通網形成計画の方向性 
及び事業案の検討・提案 

・計画の方向性(案)の検討、設定 

・計画の骨子作成 

●その他 
・計画(素案)に関するパブリックコメントの実施 

●越谷市地域公共交通網形成計画(案)の作成 

●実態の分析・評価 
平成 26 年度 調査結果 踏   

・市域全体の問題点及びその要因 
・運営規定等の決定
・H26 調査結果報告  
・計画作成に向けた考え方について 
・今後のスケジュールについて 

第2回【平成27年 7月 1日】
・越谷市地域公共交通網形成
計画の方向性について 
・越谷市地域公共交通網形成  
計画の骨子(案)について 

第3回【平成27年 10月 2日】
・越谷市地域公共交通網形成
計画の素案協議について 

第4回【平成27年 11月 9日】
・越谷市地域公共交通網形成計画
(素案)の作成について 

●越谷市地域公共交通網形成計画(素案)の
とりまとめ 
・計画(素案)のとりまとめ 

第5回【平成28年 1月 25日】
・パブリックコメントの評価
・越谷市地域公共交通網形成計画
（案）の作成 

平成 26 年度越谷市公共交通基礎調査 調
査

平
成

年
度

平
成

年
度

26

27

図 策定フロー(平成 26、27 年度 流 )

●越谷市地域公共交通網形成計画(案)の作
成に向けた検討 
・計画の素案の検討 
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（2）検討体制 
●越谷市地域公共交通協議会 
地域公共交通 活性化及 再生 関  法律（平成 19 年法律第 59 号）第 6 条
第1項の規定に基づき、越谷市地域公共交通網形成計画の作成及び実施に関し必要な
協議 行    及 道路運送法施行規則（昭和 26年運輸省令第 75号）第 9条の
2  規定 基   地域住民 生活 必要   等 旅客輸送 確保  他 旅客 利
便 増進 図    必要 協議 行    市長 附属機関    越谷市地域公共交
通協議会を設置しました。 

●越谷市地域公共交通協議会の開催経過（平成27年度は 5回実施） 

開催日 協議事項 

平成 27年  5 月 25 日（月） 

・委嘱式 
・運営規定等の決定   ・H26 調査結果報告 
・計画作成に向けた考え方について 
・今後のスケジュールについて 

平成 27年  7 月 1日（水） 
・越谷市地域公共交通網形成計画の方向性について 
・越谷市地域公共交通網形成計画の骨子(案)について 
（計画期間、区域、事業内容、事業主体等） 

平成 27年 10 月 2日（金） ・越谷市地域公共交通網形成計画の素案協議について 

平成 27年 11 月 9日（月） ・越谷市地域公共交通網形成計画（素案）について 

平成 28年 1 月 25日（月） 
・パブリックコメントの評価 
・越谷市地域公共交通網形成計画（案）の作成 
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●越谷市地域公共交通協議会委員名簿 

平成27年 11月 2日現在（五十音順） 
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（3）パブリックコメント（意見公募手続 ）の実施 
越谷市地域公共交通網形成計画（素案）     広 市民 意見 把握し計画に
反映するための「パブリックコメント（意見公募手続 ）」を以下の通り実施しました。 

実施期間 内容 寄    意見数

平成27年 12月 1日（火）

平成28年 1月 8日（金） 

越谷市地域公共交通網形成計画
（素案）について 

●件 
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参考資料-2 用語解説 
 越谷市地域公共交通網形成計画における用

語解説と最初に用語を掲載している頁を掲載しま

す。 

■公共交通(1頁) 

 越谷市  不特定 対象者 利用  交通 

       鉄道  路線    乗用タクシー」の

3 つを総称して公共交通と定義します。なお、新た

に検討し導入する新たな公共交通も今後、公共

交通 概念 含        

■土地区画整理事業(9頁) 

土地区画整理事業  道路･公園･下水道 

未整備    宅地化 進    地区 今後

進むと予想される地区について、公共施設の整備

改善 宅地 利用増進 目的   土地区画整

理 基  事業      

 越谷市では昭和 36年 北越谷地区      

平成 27 年 3 月現在、14 地区 事業 完了 

ています。 

■福祉有償運送(19頁) 

ＮＰＯ法人や社会福祉法人等が障がい者や

高齢者  一人 公共交通機関 利用    

が困難な身体障がい者、要介護者等の運送を、

実費 範囲内  営利  認     範囲 

対価     乗車定員 11 人未満 自動車 

使用して、原則としてドア・ツー・ドアの個別輸送を

行      

■乗合交通利用圏域(32頁) 

 越谷市   乗合交通利用圏域   鉄道駅

から半径 1ｋｍ以内の地域（駅から徒歩でアク

セスできる地域として定義しており、駅から徒歩で

概ね15分以内に到着可能な地域）及びバス停

から半径 300ｍ以内の地域（バス停から徒歩で

アクセスできる地域として定義しており、バス停から

徒歩で概ね 5 分以内に到着可能な地域）のい

ずれかに該当する地域」として定義しています。 

■新規交通検討地域（32頁） 

市内 乗合交通利用圏域以外 地域   

  市民  連携    既存 公共交通網 活

用しながら、地域のバス停、公共施設、駅等を拠

点とした持続可能な新たな公共交通を検討する

地域をいいます。 

■ノンステップバス(36頁) 

「低床バスのうち、床面の地上面からの高さが概ね

30 ㎝以下であるバス」であって、高齢者、障害者

等 移動等 円滑化 促進 関  法律（以

下、バリアフリー新法という。）の公共交通移動等

円滑化基準 適合              新

法の第8条には、公共交通事業者等は、旅客施

設 新設 大改良及 車両等 新規導入 際  

当該旅客施設及 車両等 公共交通移動等円

滑化基準 適合           規定  

ています。 

■サイクルアンドバスライド(36 頁) 

 バス停が付近にある公共施設等において、当該

施設利用者以外  路線  利用者 駐輪場

 利用      駐輪場 整備      バス

に乗り換えしやすくする事業をいいます。 
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■交通結節機能(36頁) 

交通結節点とは、人及び物の移動において、

多様な公共交通機関相互の乗り換えや乗り継ぎ

 行   場所       鉄道  異  公

共交通機関での乗換が可能な駅やターミナル等、

また、   中  幹線 支線    役割 異 

 路線同士 乗 換 場所  路線   新  

検討する新たな公共交通が接続する箇所を指す

場合もあります。 

 これら交通結節点における機能としては、「乗り

換え機能」、「拠点形成機能」などがあり、代表的

 施設     駐輪場   乗降場 乗 換 

待ち合いスペース、案内板などの情報提供設備な

どがあります。 

■モビリティ・マネジメント（通称：ＭＭ）(36

頁) 

一人ひとりのモビリティ（移動）が、社会的にも

個人的望ましい方向に自発的に変化することを促

す、コミュニケーションを中心した交通政策をいいま

す。 

■バスまちスポット(39 頁)

バスを待つ際に、快適にバスが待てる場所として

登録された施設やお店のことです。 

 埼玉県 公共交通 利用         誰

もが出歩きやすく、地域とつながりやすいまちを目

指して実施している取り組みのひとつとして、「バス

           愛      登録制度   

ます。バスまちスポットとは、バス停から概ね 50ｍ

圏内で、バスを気軽に待つことができる施設で、バ

ス時刻表の掲示や配布している施設であり、まち

愛スポットとは、バス停から概ね 500ｍ圏内で、バ

 停留所  歩           設置 休憩

できる施設をいいます。 

■内方線(ないほうせん) 付点状ブロック(42

頁) 

視覚障がい者の方が、駅ホームの内側と外側を

区別できるよう、点字ブロックの駅ホームの内側に

設置された凸型線状のブロックのことをいいます。 

■街路事業（43頁) 

街路事業  都市    円滑 交通 確保 

豊かな公共空間を備  良好 市街地 形成 

図り、安全で快適な都市生活と機能的な都市活

動に寄与することを目的とし、都市計画法第 59

条の認可又は承認を得て実施される都市計画事

業 都市内 主 既成市街地内 行   事業

をいいます。

■パブリックコメント(参考資料-1) 

公的な機関が規則あるいは計画などを制定しよ

うとするときに、広く公に（=     ）  意見 

情報・改善案など（=コメント）を求める手続のこ

とです。 


